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「さわやか」の創立10周年記念式典 ・祝賀会に、御祝儀 ・お花 ・御寄付をいただきありがとうございました。 
これからも「さわやか」は、走りながら考え、皆様のご期待に添えますよう努力いたします。 

・済生会八幡総合病院樣
・(社)全国腎臓病協議会樣
・福岡県腎臓病患者連絡協議会様
・佐賀県腎臓病患者連絡協議会樣
・長崎県腎臓病患者連絡協議会様
・かわい泌尿器科クリニック様
・北九州市腎友会会長吉野武夫様
・NP0法人ステップ福岡様
・NP0法人ほほえみながさき樣

0 

Q 

※

・阿部クリニック樣
・今村クリニック様
・天神クリニック様
・はまゆう会王子病院様
・門司港腎クリニック様
・仁井規元税理士事務所

弓義孝様
・埼玉県腎臓病患者友の会

副会長市川美佐子樣
・NP0法人ほほえみ佐世保樣

・NP0法人ふれあい代表鹿倉一代樣
・NP0法人すずらんの会

会長高山衛士様
事務局長伊藤絵理子様

・(社)北九州市障害福祉ボランティア協会
常務理事古賀由美子様

・小規模作業所連絡協議会
会長岡崎務様

・(社)全国腎臓病協議会
常務理事金子智樣

・福岡県腎臓病患者連絡協議会
北九州地区長森満義彦樣

・八幡ボランティア杉山陽一様
・健和会町上津役診療所

所長江頭眞紀子様

.1

/ロウイルスにd;る食中毒 (感染性胃陽長) を予防し』;う ! 

【順不同】

'.・1 . .1: ..1 ・, 11

『/ロウイルス..l elさ? a t:5:せた<きんの人が感染するの?
ノロウイルスは、食中毒をひき起こすウイルスです。 ノロウイルスは食ぺ物からうつるだけでなく、
汚染されたカキなどの二枚貝などからうつる場合が ノロウイルスに確った人の業便、吐物からも
多いですが、その他の汚染された食ぺ物からもうつる 感染します。 吐物などを処理した手 ・雑巾 ・
ことがあります。 バケツ ・洗い場などから感染したり、それらが

解  乾操してウイルスが空気中に漂つて広がります。 
感染するteうt移るの? a t°うすれfさ号防できるの?
食ぺてから 1 ~ 2 日後に激しい吐き気や座吐、題痛 ●手をこまめに洗い、うがいをする
下病、発熱などが生じます。 また、感染しても発症 ●調理器具をわける
しない場合や、軽い属那のような症状の場合もあり ●生ものの取り扱いは種重に

ます。 解  ●加熱が必要な食品はしっかり加熱を .,解/口ウイ'Lスに期果的t容消毒薬は? -
a素系漂自剤 (次亜塩素酸ナトリウムを含む) が効果的です。 アルコールなどの消毒薬は効果ありません。 

■便や座吐物が付着した床、衣類、 トイレなどの消毒をする場合
震度がa・口E・f意W l'il'in口の消0液を作ります。

■おもちや、n理器具、直接手で触れる部分などの消毒をする場合 fl8演度が_iIi｠";程・llilili1i!ilfl の消毒液を作ります。 

.,_l「、、,,ft ..,_l:二、、4,標
べットボトルの 家底用 ぺッl、'ボl、ルの 家B用
キャップ2杯 塩素系標自剤 キャ1ップ2a; 重素系票自剤
≪5:mlx2=10m1) ｠"事'理｠" ≪5mlx2=10m0 「

T  ,●｠" T  ・,-l,,まず、 500'りリットルの ｠"' , まず、 2リットルのぺットボトルに、
ぺットポトルに、水を半分 ' 水を半分くらいいれておきます。
くらいいれておきます。 2L そこ・'、・、原液10'りリットル

500 ml そこ・,、・、原液l0'りリットル , ,.. を入れ,ます。
を入れます。 1 最後に水を加えて、全体を
最後に水を加えて、全体を , 1 、 2リットルとします。
500'りリットルとします。 

｠"1if  '●e
ふたをして よく振って混ぜ合わせてください。 

【消毒液を扱うときの注意】
★使用する時は換気を充分に行う
★有毒な力'スが発生するので、
酸性のものと絶対に混ぜない. 
★皮膚への刺激が強いのでビニール
手袋などを使用する

★皮膚に付着した場合は、直ちに
大量の水で十分洗い流す
★目に入った場合は、直ちに大量の
水で十分洗い流し、医師の診察を
受ける
★消毒液は、濃度が高いほどノロ
ウイルスに対して有効ですが、
反面、金属が錆びたり、漂自
(変色) 作用が強<なるので、
注意する。
★金属に使用した場合は、消毒後、
水で洗い流すか、ふき取るなど
する。 . 


